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脳卒中の治療は時間との勝
負。高島平中央総合病院では、
救急搬送の40分後には機械
的血栓回収術などの急性期治
療が開始できる態勢が整っ
ているそうです。ＳＣＵチー
ムは、迅速に対応するための
シミュレーションやトレーニ
ングを怠らないとか。24時間
365日、患者さまの命を守る
熱い使命感が感動的でした。

Ｓ
脳卒中ケアユニット

ＣＵ開設で脳卒中急性期患者さまの治療がさらに充実

高
度
な
脳
卒
中
急
性
期
治
療
を

地
域
に
提
供

脳
卒
中
は
日
本
人
の
死
因
の
第
４
位
。脳
の

血
管
に
血
栓
が
詰
ま
る「
脳
梗
塞
」と
、血
管
か

ら
出
血
し
て
血
腫
が
で
き
る「
脳
出
血
」に
大

別
で
き
、さ
ら
に
脳
出
血
は
細
い
動
脈
が
破
れ

る「
脳
出
血
」と
、太
い
脳
動
脈
に
で
き
た
動
脈

瘤（
コ
ブ
）が
破
裂
す
る「
く
も
膜
下
出
血
」に
分

類
さ
れ
ま
す
。い
ず
れ
も
病
変
部
か
ら
先
の
神

経
細
胞
に
酸
素
と
栄
養
が
届
か
ず
壊
死
す
る
た

め
、治
療
が
遅
れ
れ
ば
命
に
か
か
わ
り
、麻
痺
な

ど
の
後
遺
症
が
残
る
確
率
も
高
ま
り
ま
す
。

国
は
脳
卒
中
の
急
性
期
医
療
拡
充
の
た
め
、

24
時
間
３
６
５
日
患
者
さ
ま
の
受
け
入
れ
が
可

能
で
、脳
卒
中
の
専
門
医
が
常
駐
し
、定
め
ら
れ

た
水
準
以
上
の
医
療
を
実
施
で
き
る
医
療
機
関

を「
一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
認
定
す
る

制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、当
院
も
２
０
１
９
年

９
月
１
日
よ
り
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
は
か
ね
て
よ
り
、院
長
で
脳
神
経
外
科

部
長
の
福
島
崇
夫
医
師
率
い
る
脳
卒
中
チ
ー
ム

が
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
治
療
を
提
供
。脳
梗
塞
に
対

す
る
ｔ-

Ｐ
Ａ（
静
注
に
よ
る
血
栓
溶
解
療
法
）

は
も
と
よ
り
、カ
テ
ー
テ
ル
で
専
用
の
器
具
を

梗
塞
部
位
に
送
り
込
み
、血
栓
を
か
ら
め
取
る
、

あ
る
い
は
吸
引
す
る
こ
と
で
血
行
再
建
を
図
る

血
管
内
治
療「
機
械
的
血
栓
回
収
療
法
」は
、高

評
価
を
得
て
き
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
血
腫
の
除

去
に
は
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
内
視
鏡
、く
も
膜
下
出

血
に
は
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
や
コ
イ
ル
塞
栓
術
で

対
処
す
る
な
ど
、実
績
が
豊
富
で
す
。

さ
ら
に
２
０
２
０
年
９
月
に
は
Ｓ
Ｃ
Ｕ
＝

S
t
r
o
k
e 

C
a
r
e 

U
n
i
t（
脳
卒
中

ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
）７
床
を
開
設
し
、一
次
脳
卒
中

セ
ン
タ
ー
に
相
応
し
い
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

迅
速
治
療
を
支
え
る
放
射
線
科

脳
卒
中
を
疑
わ
れ
る
方
が
救
急
搬
送
さ
れ
た

時
、力
を
発
揮
す
る
の
が
迅
速
な
画
像
診
断
で

す
。放
射
線
科
の
技
師
21
名
が
シ
フ
ト
を
組
み
、

24
時
間
体
制
で
検
査
に
対
応
。当
院
の
Ｃ
Ｔ
と

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
い
ず
れ
も
精
度
が
高
く
、病
変
部
の

精
密
な
３
Ｄ
画
像
を
描
出
で
き
る
の
で
、医
師

は
迅
速
に
治
療
方
針
の
確
定
が
可
能
で
す
。

血
管
内
治
療
の
適
応
と
な
れ
ば
血
管
造
影

（
ア
ン
ギ
オ
グ
ラ
フ
ィ
）室
へ
。多
方
向
か
ら
血

管
の
Ｘ
線
透
視
画
像
を
撮
影
で
き
る
設
備
で
、

医
師
は
機
械
的
血
栓
回
収
療
法
や
コ
イ
ル
塞
栓

術
な
ど
を
、モ
ニ
タ
ー
画
像
で
確
認
し
な
が
ら

実
施
。脳
卒
中
チ
ー
ム
に
参
画
す
る
放
射
線
技

師
は
、器
械
出
し
や
造
影
剤
の
管
理
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

機
能
予
後
改
善
に
貢
献
す
る
Ｓ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｕ
は
脳
卒
中
に
特
化
し
た
集
中
治
療
を

行
う
病
床
で
す
。発
症
後
の
血
圧
や
頭
蓋
内
圧

の
管
理
、浮
腫
や
再
出
血
へ
の
対
応
な
ど
を
き

め
細
か
く
実
施
す
る
ほ
か
、超
早
期
の

リ
ハ
ビ
リ
も
開
始
。一
般
病
棟
に
比
べ

る
と
、在
院
期
間
の
短
縮
、自
宅
退
院
率

の
増
加
、Ａ
Ｄ
Ｌ（
日
常
生
活
動
作
）の

高
い
改
善
率
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｃ
Ｕ
チ
ー
ム
は
脳
神
経
外
科
医

４
名
と
看
護
師
、理
学
療
法
士
な
ど

の
多
職
種
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、脳

神
経
外
科
病
棟
か
ら
薬
剤
師
、管
理

栄
養
士
、言
語
聴
覚
士
な
ど
が
適
宜

参
画
し
、チ
ー
ム
医
療
に
あ
た
り
ま

す
。滞
在
期
間
は
最
長
14
日
、多
く
は

７
日
間
で
、１
ヵ
月
に
30
〜
40
人
を

受
け
入
れ
て
お
り
、７
床
は
フ
ル
稼

働
で
す
。

突
然
に
襲
っ
て
く
る
脳
卒
中
は
、ご

本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
に
も
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
ま
す
。Ｓ
Ｃ
Ｕ
チ
ー
ム
は
、今

後
の
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
の
見
通
し
を
丁
寧
に
説

明
し
な
が
ら
、精
神
面
も
サ
ポ
ー
ト
。初
期
治
療

を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
、社
会
復
帰
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｓ
Ｃ
Ｕ
か
ら
一
般
病
棟
を
経
て
、退
院
さ
れ

る
患
者
さ
ま
の
う
ち
、約
３
割
は
自
宅
へ
の
直

接
退
院
を
果
た
し
て
い
ま
す
。回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
病
棟
や
療
養
型
病
棟
へ
の
転
院
、介
護
老
人

保
健
施
設
な
ど
介
護
系
施
設
へ
の
入
所
が
必

要
な
方
に
は
、医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

チ
ー
ム
に
加
わ
り
、支
援
を
行
い
ま
す
。

脳
卒
中
超
急
性
期
の
診
断
に
は
じ
ま
り
、血

管
内
治
療
や
開
頭
に
よ
る
外
科
的
治
療
、Ｓ
Ｃ

Ｕ
で
の
管
理
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、自
宅
へ

の
退
院
あ
る
い
は
転
院
へ
。当
院
は
切
れ
目
の

な
い
包
括
的
な
脳
卒
中
医
療
を
提
供
し
、こ
れ

か
ら
も
地
域
に
貢
献
し
ま
す
。

ＳＣＵでの治療が回復への 
水先案内に
ＳＣＵ所属看護師　主任　

石
いしなか

中 沙
さ や

耶　看護師

もともと脳神経外科病棟で重傷者
の看護を経験しており、実務面での戸惑いは少ないの
ですが、ＳＣＵは院内でも地域の救急隊からも期待さ
れ、当初はメンバー全員が緊張しました。入院当初は
ベッドから起き上がれず、食事もとれなかった方が、一
般病棟で歩行訓練をしている姿を見ると本当にうれ
しい。ＳＣＵで治療のスタートラインをきちんと設定す
ることが、いい結果につながるのだと実感しています。

患者さまのドラマティックな 
回復に感激
放射線科 副主任　

橋
はしもと

本 翔
しょうへい

平　診療放射線技師 

脳卒中の治療は一刻を争います。
私自身がＭＲＩやＣＴ撮影で良質な画像を描出でき
れば、医師の迅速な診断の役に立つ。やりがいのある
仕事です。アンギオグラフィで撮影しながら血栓回収
療法の助手も努めますが、成功すると、動かなかった
手が動いたり、しゃべれるようになったり、患者さまの
回復を目の当たりにすることができます。そのたびに

「放射線技師になってよかった！」と、感動の日々です。

〒175-0082 東京都板橋区高島平1-73−1
TEL. 03-3936-7451　
https://takashimadaira-hospital.jp
◎記事内容に関するお問合せ： TEL.03-3936-7451（代表）

探険隊長から…

脳卒中の患者さまを対象に、高度集中治療を行うＳＣＵ（７床）

血管造影室での治療にあたる4名の脳神経外科医と看護師、放射線技師

モニターには、多方向から撮影した
血管の透視画像が並ぶ

SCUチーム看護師の石中主任。カ
テーテル内での血液凝固を防ぐ
ため、ヘパリン（血液抗凝固剤）加
生理食塩水を調合中

SCUチームのユニフォーム袖
口にはStroke Care Unit（脳
卒中ケアユニット）の刺繍

脳卒中チームの
放射線技師であ
る橋本副主任が
カテーテルに造
影剤を送り込む
機 器 を 入 念 に
チェック中

血管造影室。体中の血管をＸ線で透視することができ
る。検査はもちろん、さまざまな血管内治療が行われる

急性期脳梗塞を発症した患者さまの画像。救急搬送時
には右麻痺と意識障害（全失語）があり、MRI、MRA、頭部
血管造影（アンギオグラフィ）撮影で、左中大脳動脈に閉

塞を認め、その先の血流
が滞っていることがわ
かる。搬送時から35分
後に機械的血栓回収療
法を開始。術後の画像で
は、血流が回復した様子
がはっきりわかる。軽度
の失語が後遺したが、麻
痺は軽快した。

脳梗塞の発症時と血栓回収療法

MRI画像（拡散強調画像）

MRA画像（MRIで撮影した血管の画像)

アンギオグラフィ画像(正面) アンギオグラフィ画像（側面）

治療前

治療前 治療前

治療後

治療後 治療後

治療前

治療後

院病合総央中平島高


